
 

 ７月には小暑と大暑という、季節をあらわす言葉があります。小暑は暑さがだんだんと強くなっていくこ

ろ、大暑は暑さが本格的になるころという意味です。暑さが本格的になるということは、熱中症になりやす

い時季が来たということ。水分や塩分が不足しているときや、体調不良であるとき、睡眠不足のときは熱中

症になりやすいです。日頃から生活習慣を整え、水分補給も忘れずに過ごしてください。 

                                   

＜熱中症とは＞ 

 人間は体温調節機能を持っています。正常時、汗をかいて体温を下げ、体温が一定に保たれています。し

かし、熱の産生と放散のバランスが崩れると、脱水症状や塩分の欠乏、高体温を引き起こし体温調節機能自

体が破綻してしまう障害を熱中症といいます。 
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７月の保健目標：熱中症の予防に努め、夏を健康に過ごそう 



 


